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還わ羽幽台幾雇

第39回羽山台校区体育祭
秋晴れに恵まれた 10月 26日 に、羽山台
小グラウンドにおいて第 39回校区体育祭を
開催しました。
今年も前日の会場設営や当日の朝早くから
の準備に、多数の地域の皆様や羽山台小学校
の協力を頂き、無事に開催することができま
した。溝上校長先生、鳥井教頭先生をはじめ、
ご協力いただきました皆様に対し改めて感謝
申し上げます。
昨年に引き続き午前中のみの開催ではあり
ましたが、大変盛り上がった体育祭になりま
した。今年はまち協育成部によるカキ氷のふ
るまいもあり、大変暑い一日ではありました
が、熱中症等なく無事に開催できたこと、心
より御礼申し上げます。
対抗競技においては、草木上公民館が雪辱
を果たし優勝をおさめ、準優勝には桜台公民
館との壮絶なジャンケン大会を制した人間公
民館が輝きました。
また、今年も体育祭開催に当たり、校区内
外の78の事業所の皆様から協賛を頂き、心
より感謝申し上げます。また、学校法人大牟
田学園様からは多大なるご芳志を頂戴しまし
た。この場を借りて紹介させていただきます。
参加された皆さん、役員の皆さん、体育部、
育成部の皆さん大変お疲れ様でした。

体育部長 徳丸 光信
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空家管理の徹底よろしくお願いします。白 aD=・

■Ч 羽山台空家対策プロジェクト 事務局長 平良幸雄
校区内に管理が徹底されていない空家が増えています。そのまま放置すると、管理不全空家

等に指定され、固定資産税が大幅にアップします。

ゴミ等の不法投棄が発生して周辺の環境を悪化させます。

又空家に不法住人が住み付いたりします。

どうか空家管理の徹底よるしくお願いします。
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今年は子どもの参加92名・引率保護者 13名 や地域ボランティアスタッフ22名 日学生ボランティア22名も加わり

総勢で149名 と賑わつたイベントとなりました。お菓子の提供を、爛平川燃料様、まつぐ布団店様、車木鰻頭総
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今年初の試みとして学生ボランティアを募集させていただき、ありあけ新世高等学校8名 日大牟田高等学校7

名百三池高等学校2名 日御木中学校3名 日国際医療福祉大学1名 、九州大谷短期大学1名の合計22名 に引率ス

タッフや写真撮影・お菓子配りなど、様々な所で活躍いただきました。 地域の子供達の為に、地域の大人や
地元企業Bそして学生ボランティアなどの若者まで関わつていただき笑顔あふれる1日となりました。 ご参加 E
ご協力いただきました皆様ありがとうございました。 か

三池地区公民館 地域ESD推進事業 (羽山台校区)
「子どもたちに伝えたい わが町の歴史講座 ～羽山台の宝～」報告

人間公民館 西田 久

三池地区公民館主催により、10月 8日から11月 12日 までの4回に渡り、校区の歴史や文化を、
今後も継続して子どもたちに伝えることが出来るよう、大人が学ぶ講座が実施されました。
校区からの10名の参加があり、羽山台校区コミュニティセンターで座学、4年生の授業と合

わせたフィールドワークが行われました。
1回 目は、前半に羽山台小学校のところにあった「羽山遺跡」、弥生時代の墓地である羽山

台遺跡 (大牟田高校 B中学校)の学習、後半に城跡であつた人間神社、また夜泣き石の伝説が
あつた却月院あとなどを学びました。
2回 目は、草木八幡神社と、草木下地域にある「えびすさん」「一本橋」などの話でした。
これを踏まえて、3回 目に4年生の授業のフィールドワークに見守りとして大間方面2グルー

プと草木方面2グループ、計4グループに分かれて子どもたちと一緒に地域を学びました。
4年生から「これから地域の宝を大切にしていきます」「下級生に伝えていきます」といつ

た感想がありました。
子どもたちは、自分たちでわからないところを調べた後、成果の発表を行う予定です。

最終回では、講座の振り返りと、今後も継続していくにはどうすればいいか参加者で話合い

ました。
羽山台校区は、縄文時代から人が住んでおり、住みやすく、誇りある地域だと思います。
歴史を知り、未来へつなげていければと思います。
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運動会 ～慮を一つに羽山っ子～
10月 18日 (上 )、 運動会を行いました。途中から小雨が降りだし、心配されましたが、無事すべての競技 H

演技を実施することができました。

昨年度と違い、本年度は子供たちの司会口進行のもと進めていきました。進行係だけでなく、応援団や演

技・用具係など、5,6年生はそれぞれの係の仕事もよく頑張つてくれました。
紅自の応援団長の気合の入つた声に始まり、全員で一体となつた応援合戦は迫力がありました。一人一

人の「よ―し、頑張るぞ」の気持ちが伝わつてきました。
また、各学年の個人走や紅白競技、表現も、これまでの練習の成果を出し切つて頑張り、とても輝いてい

ました。全力で走つたり、仲間と考えながら力を合わせて動いたり、曲のリズムに乗つて踊つたりする姿に、心
が温かくなりました。
当日は、地域の皆様にも多数お越しいただき、たくさんの声援と拍手をいただきました。また、閉会後の後

片付けも多数の皆様にご協力いただきました。本当にありがとうございました。今後も、学校の教育活動への
ご理角早とご協力をよろしくお願いいたします。

御本中学横Z学期の取組
「OOの秋」という言葉があります。御木中学校では、
様々な秋の行事を行いました。合唱コンクールでは、
学級合唱、学年合唱に全員で取り組み、すばらしい
ハーモニーを聴かせてくれました。スポーッでは、中
体連新人大会が行われ、サッカー部と女子卓球部が
見事優勝。筑後地区大会に出場しています。

様々なゲストも多数おみえになりました。1年生の福
祉体験、2年生のプロフェッショナル職業講座、3年生
の保育体験では、地域の施設の方等にお世話になり
ました。また、映画「オオムタアツシの青春」の瀬木監
督にも、特別授業をしていただいています。

勉強も頑張つています。市内の様々な学校の先生方
への公開授業を5回実施し、子どもたちの頑張りを見

ていただきました。熱心
に授業に参加している

姿に、多くのお褒めの言
葉をいただいています。
子どもたちの「知・徳・

体」の成長のため、今後
も頑張つてまいります !
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金婚式おめでとうございます

ち 年度は、羽山台校区で 10組の御夫妻が金婚式を迎えられました。

大字三池 森様  大間公民館 野田様 目野様

ぃ 草木上公民館 塩地様  草木下公民館 山田様 古瀬様
竹の原公民館 緒方様 高野様 山本様  桜台公民館 佐藤様
益々のご健康とご多幸をお祈りいたしております。

羽山台校区社会福祉協議会 会長 笹井 泉

赤い羽根街頭募金のお知らせ
「じぷんの町を良くするしくみ赤い羽根」

福祉部部長 木場 真帆

町には、一人暮らしの高齢者・障害者 J子育て中のお父さんやお母
さんなど、支えを必要とする人たちのために、民間活動として様々な
応援活動が行われており、赤い羽根共同募金はその活動を財政面から
支援します。福岡県では、集められた地域 (市区町村)の福祉活動に
活用されます。まさに、共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ」
なのです。
ご協力をよるしくお願いいたします。

日 時 :12月 14日 (日 )10時から1時間程度
場 所 :ラ ロムー羽山台店

「400ミ リリットル献血にご協力ありがとうございます」

10月 14日 (火 )グッデイ大牟田店、駐車場にて献血を行い、36名
の方に献血していただきました。又、多くの方にご協力して頂きありがと
うございました。一人でも多くの命が救われることを願い、来年度も10月

頃献血を行います。献血は病気で血液を必要としている患者さんの命をつ

なぐ為に必要不可欠なものです。沢山の人々に献血の輪が広がつて病気を
患う方々の命を救える事が出来ればと思います。
今後も皆様のご協力をお願いいたします。

まち協福祉部 献血担当 木場 智満

認知症 たよりがいのあるまちに
第 22回大牟田市ほつとあんしんネットワーク模擬訓練 =羽山台校区模擬訓練=

安心安全部 部長 木場 智満
¬1月 9日 (日曜日)に羽山台校区模擬訓練を行いました。
校区全域を10区域に分け、外出者役 5名 を決め捜索訓練を行い、同時に大牟
田市の模擬訓練とも協調し外出者役を捜索いたしました。
訓練にあたり、校区方針を掲げました。
①多世代 B多業種 日の参加で、効率のよい捜索体制の確立

②発見 日声掛け H保護 J通報 コ引渡しの定着化

③外出者の目的達成のための声掛け
この二つの方針のもと “誰もが安心して暮らせるまちを目指し、自分ごとと
して地域づくりについて考える"こ とを心がけ活動していきます。
参加者の皆さんから、見も知らぬ方に声を掛ける勇気、思いやりの心、が訓
練されました。との感想もいただきました。

『命を守るためのセーフティーネットを構築しながら安心して暮らせる大牟田
のまちを目指そう』を合言葉に来年度も実施し、日常的に助け合いのネット
ワーク券つくり業したうハ声かけの様子


